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この一年、いろいろなできごとがありました

2018年

　2020年度からの「出雲」ナンバー交付に向けて、出雲
地域（出雲市、奥出雲町、飯南町）のイメージアップにつ
ながる図柄入りナンバープレートのデザインを募集し
たところ、全国から155点の応募があり、最終選考5点
について、アンケート調査の結果、「八岐大蛇（やまたの
おろち）」に決定しました。
　出雲神話に登場する八岐大蛇を、虹をイメージした
カラーで表現されています。
　今後は、このデザインを国に申請し、審査を受けたの
ち、導入が正式決定されます。

全国レベル以上の大会での主な活躍

「出雲」ナンバーデザイン決定 

　3月25日、出雲縁結び空港と富士山静岡空港を結ぶフジ
ドリームエアラインズ（FDA）の定期便が就航しました。
　4月20日には、出雲縁結び空港と仙台国際空港を結ぶ
FDAの定期便が就航しました。
　これにより、片道をそれぞれ70分、90分で結ぶことに
なり、交流拡大による観光や産業振興が期待されます。

ＦＤＡ静岡便、仙台便が就航 

　10月末、国史跡・上塩
冶築山古墳から出土し
た金色の冠、金銀で飾ら
れた大刀や馬具一式な
どの金属製品、古墳に並
べられた埴輪など計
140点が重要文化財に
指定されました。1400
年前の豪族に供えられ
た副葬品の数々は、古代
出雲の豊かな文化を物
語るものとして、高い評
価を受けました。

上塩冶築山古墳の出土品
国の重要文化財に指定

　平成23年からトキの保護増殖を目的として分散飼育
に取り組んできましたが、佐渡市、いしかわ動物園、長岡
市に次いで12月15日から試験公開を始め、
西日本で唯一トキが見られるまちとなり
ました。（今年は12月28日まで公開）
　繁殖期を終えるのを待って、来年7月１日
に本格的に公開をスタートする予定です。

トキの一般公開（試験公開）を開始

　次期可燃ごみ処理施設の建設・運営事業者を国内
トップクラスの実績があるＪＦＥエンジニアリンググ
ループに決定しました。
　2019年秋頃に建築工事に着手、2022年４月に稼働す
る予定です。

次期可燃ごみ処理施設
建設・運営事業者が決定

　６月、県立大学出雲キャンパス東側を新体育館建設予
定地として決定しました。10月には、出雲市スポーツ振興
審議会に新体育館建設基本計画の策定を諮問しました。

新体育館建設予定地が決定

　7月、島根県立大学出雲キャンパス内に「子育て支援
センターはぐはぐ」を開設しました。
　10月から、妊娠・出産・子育て中の家族を継続的にサ
ポートするため、「子育てアプリ すくすく出雲」の配信
を開始しました。

子育て支援の充実

　平田地域（灘分・国富中村・西代・布崎・平田町の一部）
において、約448haの農地を大区画に再編する国営ほ
場整備事業の着手が決定しました。2029年度の完成を
めざし、測量・工事等が進められます。

国営緊急農地再編整備事業
「宍道湖西岸地区」の事業着手決定

　出雲市出身の三役格行司 式守勘太夫さんが山陰両県
出身者としては初となる立行司に昇進。平成31年１月
場所から第41代式守伊之助を襲名されます。

式守勘太夫さん 立行司「式守伊之助」に昇進

　10月8日、平成元年に産声をあげた出雲駅伝が第30
回目の節目を迎え、これまで大会を支えてきていただ

いた企業・団体に
感謝状を贈呈しま
した。
　レースは、第１区
から青山学院大学
が一度もトップを譲
らず２年ぶり、４回
目の優勝を成し遂
げました。

出雲駅伝第30回記念大会を開催

　9月に、ソフトボール女子TOP日本代表の2019年
出雲市での強化合宿が決定しました。会場は出雲健康
公園です。この合宿を通じて、東京2020オリンピック・
パラリンピックの機運醸成と市民のスポーツ振興を
図っていきます。

ソフトボール女子TOP日本代表
2019年出雲市での強化合宿決定

　4月9日未明、県西部を震源とする最大震度5強の地震
が発生しました。
　出雲市でも最大震度５弱を観測し、佐田地域では、山
肌が崩れ、土砂が神戸川に流入するなど大きな被害を
もたらしました。
　東日本大震災以降、全国でも防災意識は高まってい
ますが、県内での地震の発生に、日頃からの防災の大切
さを再認識させられました。

島根県西部地震 出雲でも大きな被害

　７月上旬に発生した西日本豪雨災害で被災した広島
県呉市へ出雲市消防本部から緊急消防援助隊が派遣さ
れました。現地では、行方不明者の捜索、足の不自由な
人や寝たきりの人への避難先への搬送などを行いまし
た。そのほかにも水道局職員や保健師などが支援活動
を行いました。

西日本豪雨災害 被災地への支援を実施

佐々木健志 さん　柔道グランドスラム大阪2018 ほか　優勝
川島　督司 さん　2018年香港クラッシクパワーリフティングインビテーショナル　優勝

　2月6日～9日にかけて、市内は記録的な大寒波に見舞
われました。
　特に７日は降雪量が多く、市役所周辺でも30センチ

を超える積雪があり、９日
には出雲縁結び空港で最
低気温マイナス12℃を記
録しました。
　大雪・低温は多岐にわた
り、市民生活に大きな影響
を与えました。

記録的な大寒波

詳しくはP5をご覧ください

詳しくはP16をご覧ください

▲建設予定地の県立大学出雲キャンパス東側
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